
支障時分も少ない。

3 3 線運転

停車峨l聞の本線が 3 本あり，それぞれ列車を巡転している均

合を 3 線巡転という。通常 3 線巡転は

綾線から 4 線運転に移行する過渡的な

段階のもので， その使用法も一般的に

は方向別に似た使用がなされる。すな

わち一般には図ー1( 1 )のように 3 線のう

ち両外側線をそれぞれ上下に，中総は

混雑時の主力方向に対して使用される

(たとえば午前は上りに 2 総を， 午後は

2 

下りに 2 似を使用)が，これは連続して 3 
いる大都市付近には過さないが，終端

大停車場に対する輸送または特別な都

市が 1 箇所あるような場合には，この

1. 3 線述転の例

" 

三線量転仲!

ような使用方法が考えられる。また非電化区間において陵地

(ずいどう)のために閉塞(へいそく)区間長が長くなり上 ・ 下の

閉塞区間巡転時分の差が極端に大とな 2 方向別 ・線路別巡転

るときは，図ー1(2)のように常時五I!転時

分大なる方向に対して 2 本，小なる方

向に対して l 本というような使用をす

る(たとえば京都 ・ 膳所間)。また線路

.íJ IJ的な性絡をもった使用法も香月線の

中間・新手|同のように例としてはある

が(図ー 1( 3)) ，これは以前は方向別的な

使用法をしていたものであるが， 現在
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では列車回数も滅り 3 線の必要もなくなっているので，このよ

うな使用方法は 3 総本来の使用法ではない。

4 単線運転

事故あるいは工事等のため，復線のうち l 線を使用停止して，

他線に上下列車を運転することを単線運転という 。

通常単線巡転をする場合は特殊の辺自あるときに限られ， ま

た矧問も区間も短い場合が多く ， ある駅聞を単線運転する場合

は， 両端駅において単複雨線へ相互移行の巡転取扱いをするが，

駅間の一部を単線巡転する場合で，相当長期間にわたる湯合は，

臨時信号場を設位して運転取扱いをする。

俗にI幹線区間の五I!転を単線巡転と称することがあるが正常な

呼称法で‘はない。(平林伝蔵)

せんろし ょ ひょう 線路諸標 列車運転および線路保守の指

標等として必要な線路上に設けた各種保顔。国鉄においてはそ

のおもなものを線路官昔懐設備心得で規定しているが，現場の目

標としてとくに建植されたものもある。

1 キロ程標 距離僚をいう。

2 I出総際 線路の曲線半径 ・ ヵ γ ト ・ スラ ック ・幽線長な

どを記し，甲号を円曲線と緩和曲線または直線との接続点に，

乙号を相ìili接する同肉円曲線の接続点線路左側に建てる(図ー1 ・

2) 。

3 距離標 線路の起点よりの距離を示すもので下り列車

のときの線路の左側に建てる。距離僚には 1km ごとに建てる

甲号と ， 500 m ごとに建てる乙号とがある(図 3) 。

4 勾配(己うばい) 標 線路の勾配を示すもので， 勾配の変
10 

る点の線路左側IJに線路に直角に建てる。腕木にはーーの勾配の
10∞ 

場合は分子の10を記入する(図ー4) 。勾聞はグレード ともいい，

水平距離に対する高低垂直差の比で， 線路の勾配は水平の距離

1000 に対しその一端の高さがいくらあるかによ って表現し，

1000 分のいくらの勾配とし、う。

せんろしょひ

5 逓減標 カ γ ト逓滅距離を示すもので， ヵ γ ト逓滅の

終点に建槌する(図 5) 。

6 営林標 防雪林の所在を明示する僚で防雪林の位置に建

植する(図-6) 。

7 営林警標 鉄道林一紙地ごとに設ける響機で，林地内に

みだりに人が立入るのを禁止するものと，火災を予防するもの

の 2 極類がある(図ー7) 。

8 量雪標 降雪地方で設置して-@:雪そlflti定する。金雪僚

には積雪量を測定するfl'(雪傑および降雪量を iWJ}:Ëする降雪僚の

2{重がある。

(1) 降雪標 fiì雪僚のうち降雪i立を測定する標(図-8) 。

(2) 積雪標 登雪僚のうち絞雪iît をÐlIJ定する擦(図-9) 。

9 量水標 国鉄では河川その他必要の場所の水位を測定

するために設ける際(図ー10) 。

10 境 界標 線路の境界に設ける僚をいい， 局界標 ・ 保線

区界標 ・ 線路Ji1E界僚などがある。

( 1) 局界標 隣接する鉄道管理局聞の管絡の境界を表示し

た標。

(2) 保線区界標 隣接保線区との管車事の境界を表示した際。

(3) 線路斑界標 隣接線路班との管絡の境界を表示した標

(図ー11) 。

11 停車場区域標 停車場榊内と権外との境界と，規定され

ている場内信号畿のない停車場，または場内信号機だけでは境

界を表わすことのできない停車場の，榊内桝タトの境界を示すた

めに設ける際(毘1-12) 。

12 気笛吹鳴 警標 tt!!形その他の関係により ， 列車の接近

したことを踏切道通行人に報知する必要のある踏切道のてまえ

に建値し，この位置で蛾闘士および運転士は注意気笛を吹鳴す

ることを示す益事際(図ー13) 。

13 列車速度制限標 線路が転鰍総(てんてっき) ・ 曲線その

他特殊の事情により ， とくに列車の運転速度に制限を付する必

要のある場合，該箇所の始端に建摘する。

14 列車速度制限解除標 線路の状態によって列車の速度制

限擦を設けたとき，適当なる速度に上昇してもよい箇所を表示

するために速度を制限する終点に主主槌する標。

15 線路作業標 糧費関士に線路上で作業員が作業中であるこ

とを知らせるために建値する懐。この箇所では必要があれば後

l鈎土または運転士は注意気筒を吹鳴する。

16 線路警戒標風水雪災等の場合，線路警戒員に警戒箇所

を知らすために建植する僚。

17 雪かき車警標 雪かき車乗務員にウイ γグおよびフラン

クャーの開閉位置を知らせるためにm植する僚で， ウイングポ

スト (ウ イソグ使用禁止擦)， フラ ンジャ ーポスト (フラソジャ

ー使用禁止僚)がある(図-14) 。

18 後関車通過禁止標 停車場内の線路で急幽線 ・路盤軟弱 ・

軌条強度不足 ・ 建築限界抵触または軽量関車構造上等の理由で，

機関車がその線路を通過すると脱線または接触のおそれある場

所を操車掛に知らせるため， この線路の入口付近に設ける際柱

または漂板。

19 車両接触限界標 本線路および車両の入換ひん繁な側線

または必要と認むる仰l線において， 線路中心距離 4m の箇所に

設け，列車または車両が相互に接触することを防ぐため，その

目標とする僚。通常クリアランスポストと いう(図-15) 。

20 縮小建築限界標 既設建造物のうちで，建築限界をその

建造物に支障なき限度まで縮少したとき建植する標。

21 踏切警棟 踏切道通行者に注意を喚起するために設けた

一- 951 ー一一




